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研究成果の概要（和文）：本研究では、2004年スマトラ地震、2008年四川大地震、2011年東北地方太平洋沖地震
によって引き起こされた最近の巨大地震災害と復興に見られる共通点と相違点を整理し、政府や社会の対応に関
わる多層的復興モデルに基づいて復興過程を再定式化し、復興そのものが新たな災害リスクを生み出す傾向があ
ること、被災後の防災制度の改変にもかかわらず、被災経験が必ずしも地域知として埋め込まれず、履行レベル
で問題を抱えていた被災前のリスク管理の状況と構造的に変わらないこと、それらの要因が復興時における調整
メカニズムの欠如にあり、このことが復興後のコミュニティガバナンスやリスクガバナンスに通底することなど
を指摘した。

研究成果の概要（英文）：This study points out that the post-disaster recovery itself brings about 
new kinds of disaster risk, related to the actores interactions in the recovery processes, that 
disaster experiences are not embedded into the community mechanisms for disaster risk reduction, and
 that these are caused by lack of vertical and horizontal coordination mechanisms in the 
post-disaster recovery processes, interrelated to pre- and post-disaster community and risk 
governances, through reformulation of the recovery model focusing on actors interactions in the 
multi-layered recovery space and comparison between recent three mega-earthquake disasters in humid 
Asia: the 2004 Sumatra, the 2008 Sichuan, and the 2011 Tohoku earthquake disasters.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
巨大地震災害は低頻度だが、一旦起こると社会に壊滅的な被害を与える。ひとつの国や地域では災害経験が教訓
として残りにくく、その知見を時間と空間を超えて共有するための理論的視座が学術上も防災上も重要である。
それにもかかわらず、少なくとも日本の災害研究では、短期的な政策課題に即応するように研究課題が設定され
る傾向にあるため、自然ハザードの自然科学的研究と建物や構造物の工学的研究が中心である。一般には、政府
が科学的にリスクに対応すれば被害が避けられると考えられているが、それが機能するための条件として、コミ
ュニティのリスクガバナンスをめぐる調整メカニズムの重要性を指摘した点において、本研究の意義がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 21 世紀の世界では死者 1 万人以上を数える巨大地震災害が 4 つあり、そのうちの 3 つ
（2004 年スマトラ地震、2008 年四川大地震、2011 年東北地方太平洋沖地震）が湿潤アジ
ア変動帯において起こっている。それぞれの主要な被災地は、共通して、元々人口稠密で、
国民経済の急激な成長を経験しつつも、各国の中では相対的に低開発であり、それゆえ、
自然災害に対する社会的な脆弱性が増大していた。各地域では、地震の規模やハザード種
類に加え、実際の被害の種類や程度が地元の防災制度や災害対応によって異なる上に、災
害後復興の道筋や、その後の災害リスク管理のやり方も大きく異なっている。 
 こうした巨大災害は低頻度だが、一旦起こると社会に壊滅的な被害を与える。ひとつの
国や地域では災害経験が教訓として残りにくく、その知見を時間と空間を超えて共有する
ための理論的視座が学術上も防災上も重要である。それにもかかわらず、少なくとも日本
の災害研究では、短期的な政策課題に即応するように研究課題が設定される傾向にあるた
め、自然ハザードの自然科学的研究と建物や構造物の工学的研究が中心であり、災害の社
会的側面に関する研究も、被害や復興の状況に着目した巨大地震災害の国際比較研究は不
思議なことに全くなかった。本研究における基本的な問いは、国際比較の観点から見たと
き、そうした差異がどのように理論的に整理できるだろうかということにある。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、以上のような問題意識に立って、湿潤
アジア変動帯で起こった最近の巨大地震災害と復興
に見られる共通点と相違点を整理し、政府や社会の
対応に関わる多層的復興モデル（右図）に基づいて、
①国際的観点から巨大地震災害の復興過程を理論化
するとともに、②ローカル経験をグローバルに共有
する概念的プラットフォームを構築し、③国や地域
の文脈に配慮した防災制度や政策課題を検討するこ
とである。既存研究を理論的に整理して、地震災害と復興を空間の破壊と修復に伴う地域
社会の再編と捉える枠組みを導出し、それぞれの被災地域の復興過程に関する調査から、
その現状を、前災害期から復興期に至る時間的プロセス、被害の空間的な集中と広がりに
位置づける。他の種類や規模の災害、突発的な災害についても言及しつつ、災害の発生と
対応に係る、それぞれの国・地域における社会的経路依存性を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、まず、①文献研究と既存データの整理と解析を通して、本研究の枠組みを災害
研究一般に理論的に位置づけるとともに、各被災地の社会・文化の地域的文脈を整理した上で、
被害や復興の客観的事実とそれに係る問題点を明確にした。次に、上記 3 巨大地震災害の主な
被災地であるインドネシアのアチェ地域、中国四川省、日本の東北地方、また比較対象として
2006 年中部ジャワ地震被災地のジョグジャカルタ地域において、研究協力者と共同して、②被
災状況や住宅・集落や生計復興、また復興後の防災意識や防災への取り組みに関する量的デー
タを取得するために、コミュニティリーダーを対象にした質問紙調査を実施するとともに、③
住宅・集落・生業復興にかかる現地調査と非構造化インタビュー調査を実施し、被災から復興
に至る世帯・コミュニティレベルの災害経験に関する質的データを収集・整理・分析した。④
関連トピックスを含む公開の研究会とともに、国際会議における特別セッションを開催し、研
究分担者・研究協力者間で問題意識・主要概念・研究の進捗状況に関する情報を共有した。学
会発表や論文発表とともに報告書刊行やホームページを通じて逐次中間成果を公表し、研究過
程へのフィードバックを図った。 
 質問紙調査に関しては、アチェ地域では 2016 年 11～12 月、ジョグジャカルタ地域では 2017
年 7～8 月、東北地方宮城県の被災 10 市町を対象に 2018 年 6～8 月にそれぞれ実施し、中国
四川省については中国側研究協力者が実施する調査に協力し、その結果の提供を受けた。また、
唐山地震や阪神・淡路大震災などの過去の巨大地震災害、熊本地震やピディジャヤ地震、西日
本豪雨災害といった他の自然災害にも対応しつつ、コミュニティの一般的性格や災害対応に関
する基礎的データを得るために、その他の地域においても現地調査を実施した。 
 公開の研究会（一部は国際会議）は、2015 年 11 月、2016 年 5 月、2016 年 8 月、2018 年 3
月、2018 年 11 月、2019 年 2 月に名古屋または北京で開催するとともに、別途、通算 10 回の
コミュニティ防災に関する研究会を 2015 年 10 月～2017 年 10 月に公開で実施した。2016 年
8 月と 2018 年 5 月には、それぞれインドネシア・バンダアチェ市と中国成都市で開催された
国際会議において特別セッションを設置し、中間成果についての議論を行った。 
 
４．研究成果 
 本研究の結論の概要は、大きく次の 3 点にまとめられる。 
 ①巨大災害からの復興は、支援組織主導コミュニティ連携型（アチェ）、政府による完全トッ
プダウン型（四川）、政府主導コミュニティ合意型（東北）あるいはコミュニティ主導政府支援
型（ジョグジャカルタ）に再定式化でき、これらの差異には災害の種類・規模、被災前のコミ



ュニティ特性、復興介入様式などがかかわる。アチェにおける復興後の急激な都市化や無秩序
な地域開発、将来の災害リスクを避けるための四川や東北の集落移転によるコミュニティの社
会的・経済的な弱体化のように、復興そのものが新たな災害リスクを生み出している。 
 ②地震リスクには客観的および主観的な次元とともに社会的な次元があり、そこに科学知と
地域知との関係がかかわる。各国とも被災後に全国レベルの防災制度が改変されたが、それが
主観的なリスク認知と必ずしも対応せず、被災経験が個人の記憶レベルにとどまり、必ずしも
地域知として埋め込まれていない。このことは、建物の耐震基準が遵守されず、また公的避難
計画が機能しなかったという、被災前に各国が抱えていた、履行レベルにおけるリスク管理制
度の問題点と構造的には変わらない。 
 ③こうした災害リスク対応に見られる脆弱性の主な要因は、各災害復興に共通して指摘され
る、復興の多層的な空間における水平的・垂直的な調整メカニズムの欠如である。その意味に
おいて、リスクガバナンスと復興ガバナンスとは相互に関係し、それらは災害前のコミュニテ
ィガバナンスと、政府とコミュニティをめぐる垂直的ガバナンス、水平的には、都市と農村と
いった地域構造やその災害後の復興格差によって決まる。実践レベルにおける今後の災害リス
ク軽減は、それゆえ、地域レベルにおける、より長期的な社会経済的発展とリスクガバナンス
に関する詳細な検討を必要とする。 
 最後に付言しておけば、上記の公開研究会などのほかに、研究代表者だけでも 2016 年 8 月、
2017 年 5 月、2018 年 4 月にシアクラ大学において、2018 年 11 月にはメダン国立大学におい
て、学生や一般市民を対象として研究成果の現地報告を行った。また研究期間中に、研究代表
者の所属研究科とシアクラ大学理学部、ガジャマダ大学地理学部、中国地震局地球物理研究所
との間で学術交流協定・覚書を締結し、制度的・実質的に、これまで構築してきた国際的
な研究者ネットワークを発展させることができた。 
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